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112 ポリエーテル系ポリウレタン網目の三3C・NMRによるキャラクタリゼーション
吸収の他に微小な吸収が観測された。これらの吸収は
ポリウレタンハードセグメント及びソフトセグメント
に見られる吸収であった．
　カルボニル炭素の化学シフトには5種の吸収が観察
され，各カルボニル炭素はTable　3のようにソフトセ
グメントとハードセグメントに帰属できるが，152．63
ppmの吸収は帰属することができなかった．これらの
化学シフト中にはTBUで見られた155．39ppm，155．28
ppmの尿素結合に基づく化学シフトが見られないこと
により，末端ウレァ基のカルボニル炭素はその濃渡が
薄いために現われなかったものと考える．Fig．4のス
ペクトルの強度の比較より相対的にこの網目鎖中には
ソフトセグメント部分が多く，ハードセグメント部分
は少ないことが示唆された．
4．結　　言
　ポリウレタン網目構造のキャラクタリゼーションへ
の基礎的知見を得るため，原料及び低分子モデル化合
物・ポリウレタン網目モデルの’3C－NMRスペクトルを
測定した結果次のことが得られた．
①PPGはアタクティク構造を取っており，低分子量グ
　リコールでは末端基ジオールの構造の判別が可能で
　あること。
②TDIのイソシァナートのカルボニル炭素の化学シ
　フトは125．43と124．08ppm，ウレタンは154～153ppm，
　ウレアは155ppm付近，アロハネートは154ppmと151
　ppm付近に2本見られ，各極性基の置換位置の差を
　反映すること．
③ハードセグメントとソフトセグメントではウレタ
　ンのカルボニル炭素の化学シフトがわずかであるが
　異なること．
④TDIから合成されたウレタン・ウレア・アロハネ
　ートにおいて，四極1生平は芳香環炭素の化学シフト
　にわずかであるが差異をもたらすこと．
　これらの結果より，ポリウレタン合成で生成される
ウレタン結合・尿素結合・ビウレット結合・アロハネ
ート結合の異種結合の識別が13C－NMRスペクトルの
測定により化学シフトの差から可能であるとともに，
ハードセグメント部とソフトセグメント部のウレタン
基のシフトの差からその識別が可能となるが，さらに
詳細に調べることが今後の課題である．
（付記）本研究の一部は1983年10月，日本化学会九州
支部中国四国支部合同大会（北九州）にて発表した．
　13C－NMRスペクトルの測定には本学薬学部合同分析
室の機器を用いたことを記すとともに，測定に協力頂
いた専任技官の稲田勝博氏に感謝する．
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